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Abstract
　This paper report research result of survey on cognition of activities of college sports club.  The result suggest that many students 
have less interest to sports club and members of own university, and college sports club could have to change team-management to 
get more interest of students.
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図4 ： 入試経路












     
図5 ： スポーツ実施に対する興味
















     
 
図6 ： スポーツ観戦に対する興味
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図7 ： 現在のスポーツ実施頻度 （体育の授業は除く）
% 2017 2016 
 











     
図8 ： 入試動機 （第一志望の大学として）














     
図9 ： 入学動機 （第一志望の学部がある）















     
図10 ： 入学動機 （指導を受けたい教員が在籍している）













     
図11 ： 入学動機 （浪人してでも入りたい大学）














     
図12 ： 入学動機 （希望校では無いが、自分のレベルと適合）


















     
図13 ： 入学動機 （希望校では無いが， 知名度があるため）















     
図14 ： 入学動機 （希望の大学では無いが， 自身にとって最低限の基準以上の大学だから）

















     
図15 ： 入学動機 （希望校では無いが， 家族や知人の勧めによる影響）



















     
 
図16 ： 入学動機 （周囲にいる当大学出身者からの勧めによる影響）














     
図17 ： 大学入学に対する満足度
















     
図18 ： 体育会活動に対する興味



















     
図19 ： 体育会に所属している選手に対する興味

















     
図20 ： 体育会の活躍は当該大学入学に対する満足度を高めるか

















     
図21 ： 体育会所属選手の活躍は当該大学入学に対する満足度を高めるか



















     
図22 ： 体育会の活躍は周囲の人に自慢できる

















     
 
図23 ： 体育会所属選手の活躍は周囲の人に自慢できる

















     
 
図24 ： 体育会所属学生とのコミュニケーションを希望するか
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図25 ： 現在活躍していると思う体育会の数
















 1~3  4~6  7~9  10  
図26 ： 現在活躍していると思う体育会所属の選手の数
































































































































































































































































選手 (学生 )に対し，約 30％程度の学生が興味や関心を示し
ているに過ぎない。そして体育会（チーム及び選手）の活躍
と大学入学に対する満足度の相関についても 20％を越える程
度に留まり，彼らの活躍を周囲の人に伝えるほどの大きな話
題として捉えている学生も 30％程度となっている。また 2016
年度の調査結果との比較において，各項目もそれほど大きな
変化は見られない。2016年度の調査と今回の調査の間には好
成績によってメディア露出が増えた部も存在するが，こうし
た成績の向上が関心を高めるといった影響はほとんど見られ
ないことが示された。
　これらの結果を踏まえると，体育会が現在の活動スタイル
を継続する場合，在学生の体育会に対する関心は高まらない
ことが考えられる。それに伴い，大学のブランド価値向上と
いったマーケティングツールとしての役割を果たすことも困
難であることも予想される。また競技成績によって興味や関
心が大きく高まることもないため，競技力向上が注目度を向
上させるとも限らないことも考えられる。したがって，体育
会が自身の活躍等に関心を集めたいのであれば，トレーニン
グや試合以外での活動に着目することも必要ではないだろう
か。こうしたことから，体育会がトレーニングや試合だけに
集中するのでは無く，授業への取り組みや在学生とのコミュ
ニケーションなどのキャンパスライフ全般にも目を向け，そ
れを改善することも重要だと思われる。つまり，競技力向上
を目的としたマネジメントを行うだけでなく，学生生活全般
をマネジメントすることも求められるであろう。また調査の
結果が示す様に，体育会活動に対する興味や関心，大学への
満足度と体育会活動の相関において「どちらとも言えない」
という学生が 30％強いることから，前述のように体育会自身
はもちろんのこと，大学がこうｓした浮動層に対して体育会
活動に関心を持たせるような機会を与える政策を実践するこ
とや体育会自体が活動を改善させることにより，体育会活動
が大学のブランド価値向上に対して効果的なマーケティング
ツールとなることも予想される。
　今後はこのデータを基に更に分析を進め，大学への満足度
やブランド価値の向上に対する影響を解明し，これからの体
育会活動の可能性を高めることに貢献できるよう努めたい。
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